
意見１　見通しの良い道路の交通安全対策について

【岡津古久自治会長】
■当地域には、県道の津久井伊勢原線や上粕屋厚木線が通っている。曜日や
時間帯によっては、交通量が増加し、大型車両も通行するが、通学路の一部に
なっている。
　主要な箇所にはガードレールの設置などの安全対策を行っていただいている
が、近年、見通しの良い道路であっても、飲酒やよそ見運転による交通事故も発
生しており、登下校時の子どもたちに危険が及ばないか心配している。
　当地域では、公民館をはじめ、自治会や学校、交通安全指導員、地域ボラン
ティアの皆さまと連携し、見守り活動や交通安全指導等に取り組んでいる。
　こうした背景を踏まえ、当地域で今後予定されている通学路の安全対策事業に
ついて、お聞かせいただきたい。

【市長】
■今年度の主要施策のトップに「交通死亡事故ゼロ」を掲げ、危険な箇所を１つでも改善
できるよう強い姿勢で対応している。
　警察や国県の道路管理者などの関係機関とも連携し、できるところから安全対策を実
施している。
　玉川地区では、小・中学校から半径500ｍ以内の区域で、玉川小学校では３箇所、玉
川中学校では７箇所に、白線やカラー舗装、ラバーポールの設置などの安全対策を実
施する。

【道路部長】
■通学路安全点検の中で安全対策要望をいただいていた玉川小学校付近の奨学橋に
ついては、令和５年度に歩行者専用の橋をかけることとし、現在、着工に向けた準備を
進めている。

【教育長】
■今年度から通学時の児童のランドセルにウェアラブルカメラを付けて、子ども目線で危
険箇所がないか、通学路の安全点検を実施し、危険な箇所を１つでも少なくできるように
取り組んでいく。

【協働安全部長】
■子どもたちの通学時等における交通ルールの理解や危険回避能力を身につけるた
め、市内23の全小学校を対象に交通安全教室を実施しており、玉川小学校は、７月５日
に全児童を対象に年齢に応じた交通安全教育を行い、反射材など啓発物品を配布し
た。

≪現況・今後の対応等≫
■見通しの良い道路の交通安全対策については、引き続き、警察や県道を管理してい
る県土木事務所などの関係機関と合同点検を実施し、安全対策を実施していく。
　また、玉川小学校のウェアラブルカメラによる通学路安全点検については、９月９日に
実施し、今後、映像を検証し安全対策につなげていく。（交通安全課、道路維持課、道路
整備課、学務課）

≪中間報告以降の状況等≫
■玉川小学校付近において、路面のカラー舗装及びラバーポールを12月に設置した。

意見２　高齢者の交通事故防止について

【堀合自治会長】
■市交通安全推進計画によれば、毎年、市内で発生する交通事故の原因では、
高齢者に起因する事故の割合が大きいとの結果を確認した。
　当地域では、今後も高齢化が進んでいくと推測されるが、運転者となる高齢者
本人だけでなく、周囲の者も高齢者の行動などを理解し、一緒に交通事故防止
に取り組んでいくことが大切であると考えている。
　また、高齢者にとって、より分かりやすく交通安全の知識や意識向上を図るた
めには、寄り添った実践的な学びの場の提供が必要であると思う。
　交通死亡事故ゼロに向けて、実車を使用した運転技術のレクチャーなどの実務
を交えた交通安全を体験しながら学ぶ講座の開催はいかがか。

【市長】
■高齢者の交通事故防止については、厚木警察署と連携し、65歳以上の市民が参加で
きる事業として「シルバードライビングスクール」を開催している。
　スクールでは、厚木中央自動車学校の教習コースを実際に走行し、同乗する指導員か
ら運転時の注意事項や癖などについて指導をいただくもので、参加者からの評判も良
い。

【協働安全部長】
■神奈川県警察では、自動車の運転シミュレーターを搭載した交通安全教育車が配置
されており、本市で開催するイベントのほか交通安全教室の際などに活用できるよう、今
後、厚木警察署と調整していく。

≪現況・今後の対応等≫
■高齢者の交通事故防止については、実車を使用し交通安全を学ぶシルバードライビ
ングスクールを厚木中央自動車学校で実施する。なお、令和５年度は事業の拡大を予
定している。（交通安全課）

≪中間報告以降の状況等≫
■65歳以上の市民20人を対象に高齢者シルバードライビングスクールを10月に実施し
た。

【玉川地区】令和４年度自治会長と市長とのまちづくりフリートーク実施結果 【最終報告】

日　 時：令和４年８月24日(水)　午後６時55分～午後７時55分
会　 場：玉川地区市民センター
参加者：地区の自治会長（15名）、公民館地区館長、
　　　　　市長、副市長、教育長、市長室長、協働安全部長、都市整備部長、道路部長、社会教育部長、地区市民センター所長

テーマ①　『交通死亡事故ゼロ』について

　毎年、全国で痛ましい交通事故が多発し、尊い命が失われている。
　市の交通安全推進計画によれば、市内の年間の交通事故件数は、年々減少傾向にあるものの、高齢者や児童の交通事故が後を絶たない。
　また、第10次の市総合計画によれば、これまでの当地域の65歳以上の人口割合の推移から、今後も高齢化が進んでいくものと推測され、軽視できない課題として認識
している。
　当地域では、多くの皆さまの御協力のもと、コミュニケーションを大切にした通学路での見守り活動や主要な交差点での交通指導など、公民館とも連携し、交通死亡事故
ゼロに向けて、地域ぐるみで積極的に取り組んでいる。
　今後も、セーフコミュニティ推進地域としての責務を果たし、より一層、行政との情報共有や連携を深めることで、未来を担う子どもたちに誇れる安心・安全な地域づくりを
目指し、「交通死亡事故ゼロへ」をテーマに意見交換をしたい。

自治会長からの意見 市長等からの回答



意見２　スポーツ広場のアップグレードについて

【観音谷戸自治会長】
■清川村方面に向かって、県道64号沿いの和風料理おかめから、少し左に入っ
たところに、市が管理するスポーツ広場がある。
　当該広場は、砂利を敷いた駐車場に仮設のトイレ１基が設置され、オープンス
ペースの広場として、地域で利用している。
　当地域は、自然環境に恵まれている一方で、地域住民の憩いの場が少ないこ
とが課題の一つである。
　現状の広場を活用しつつ、簡易的なベンチや遊具などを設置し、子どもたちを
はじめ、子育て世帯や高齢者などが気軽に利用できる多目的広場にアップグ
レードできるのではないかと考えるがいかがか。

【市長】
■スポーツ広場にベンチや健康遊具を設置することが考えられるが、土地所有者の意
向もあるので、調整し進めていきたい。

【社会教育部長】
■スポーツ広場については、固定された遊具等の設置は難しいが、木製のベンチなどを
設置できないか、土地所有者と相談をさせていただく。

≪現況・今後の対応等≫
■スポーツ広場の設備の充実については、土地所有者と相談をした結果、年度内に対
応可能なベンチを購入し設置していく。（スポーツ推進課）

≪中間報告以降の状況等≫
■スポーツ広場の設備について、３月にベンチを設置する。

テーマ②　『地域の憩いの場』について

　玉川地区(小野・岡津古久・七沢)は、緑豊かな自然あふれる地域であるが、地域住民が気軽に訪れることができる憩いの場は、意外に少ない。
  現在、当地域には、小野地区で４カ所、岡津古久地区で１カ所、七沢地区で１カ所の街区公園があり、そのうち岡津古久地区には、約１万平米ある岡津古久公園があ
る。また、小野地区においても、４カ所の公園が整備されているが、七沢地区は、約196平米の多々良澤公園があるのみとなっている。
　周辺には、県の森林公園等もあるが、地域の憩いの場として機能し、子育て環境の充実を図るためには、ある程度の範囲で気軽に足を運べる公園や広場が必要だと思
う。
  当地域で暮らす住民の皆さんや未来の子どもたちのためにも、健やかで住みやすい地域としていくため、子育て世代や高齢者などやさしいまちづくりの一つとして、「地
域に憩いの場を」をテーマにした。

自治会長からの意見 市長等からの回答

意見１　身近な憩いの場について

【門口・大竹自治会長】
■当地域は、自然豊かな県の森林公園があるが、実際には地域住民が気軽に
訪れる場所とは言い難い。
　地域住民同士のコミュニケーションを大切にしてきた当地域の特色を踏まえ、
子どもたちや子育て世代、高齢者など、世代を問わず気軽に訪れることができる
憩いの場が必要だと思う。
　特に、七沢地区には遊具のある公園は、多々良沢公園のみで、地域の面積か
ら考えても、ほとんどない状況となっている。
　当地域は、豊かな自然が観光資源となり、本市の魅力の一つとなっているが、
地域住民の豊かな住環境を整え、世代を問わず、気軽に訪れることができる憩
いの場の拡充について、ご検討いただきたい。

【市長】
■地域の方の憩いの場として、コミュニティパークという制度があり、ある程度まとまった
土地を無償でお貸しいただき、市が整備していくものである。適した土地があれば情報を
お寄せいただき、土地所有者の方をはじめ地元自治会と相談をしながら進めていきた
い。

【都市整備部長】
■七沢地区内では土地所有者の御協力により平成26年まではコミュニティパークがあっ
たが、現在は、所有者の意向もありなくなっている。コミュニティパークを整備する場合
は、土地をお借りする期間が最低で５年間、最長で20年間となっている。適した土地がな
いか地元自治会と打合せをさせていただく。

≪現況・今後の対応等≫
■身近な憩いの場については、コミュニティパークの制度で適した土地がないか地元自
治会と打合せをさせていただく。（公園緑地課）

≪中間報告以降の状況等≫
■現段階では、当該地域内からはコミュニティパークの候補地が見つからない状況で
ある。引き続き、地域の声をお聞きしながら地区市民センターと連携し、調整・検討して
いく。


